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長野県図書館協会 

デジタル版 小中学校図書館部会だより 

第 141 号 （27 年度） 

 

図書館教育に新たに求められていること 

長野県図書館協会小中学校部会 

部 会 長   鈴 木  明 

本年度も小中学校部会では「豊かな学びの中核となる学校図書館～司書教諭との連携に

よる学習・情報センター～」をテーマに活動を進めて参ります。 

新学習指導要領で求められる「生きる力」に関わり、本年度は重点として、以下のこと

に取り組みます。 

１ 創造力を培い、豊かな心を育む「読書センター」としての学校図書館 

   ・読書意欲を高め、考えを深める読書指導研究 

   ・推薦図書の選定と情報提供 

 ・読書感想文、読書感想画の募集と資料提供 

２ 知的活動を促し、自ら学ぶ力を育てる「学習センター」としての学校図書館 

 ・授業のねらいにそった学習図書、資料の情報提供 

   ・児童生徒への学習支援 

３ 「情報センター」としての学校図書館 

   ・図書館資料を活用した児童生徒や教員のニーズへの対応 

   ・情報活用能力を培う図書館指導の推進 

４ 司書教諭と学校司書等とが協働して教育力を高める学校図書館 

   ・司書教諭と学校司書等とのいっそうの連携及び資質向上の研修推進 

             ・「学校図書館実務マニュアル」ならびに「司書教諭と学校司書―力を合わせて図書

館教育」の活用と普及 

５ 学校図書館法改正に伴う学校司書の適切な配置に向けての活動 

６ 県図書館協会と連携、図書館研究大会の推進 

   ・第 65 回大会開催支部（佐久支部）との連携と協力 

 ・県図書館協会事業、地区図書館大会への協力 

７ 第 28回北信越学校図書館研究大会（石川大会）への協力 

 

詳細は不明ですが、いわゆる「学校司書」の法的な位置づけに関わる動きがあります。

県下の状況を見ても処遇、安定した活動、資質の向上を図る配慮など、課題は多くありま

す。本部会が、現場の声を反映できる会であり、必要な提言に協力できるよう努めます。 

以上のことをふまえ、新たな動きに対応し、学校図書館教育が一層充実することを目指

していきたいと思います。ご協力をよろしくお願いいたします。 



 2 

役名 氏名 所属

部会長 鈴木　明 篠ノ井東小学校

和田　敦 安茂里小学校

清水　正彦 飯綱中学校

常任幹事 和田　俊信 豊野東小学校

松下　寿 松代小学校

浅井かよ子 小川小学校

橋本　郁子 芋井小学校

篠原　隆之 優良図書研究所

小林　克雄 中込中学校

赤津　勝広 宗賀小学校

庶務幹事 小林　正代 長野県図書館協会

支部 氏名 所属 支部 氏名 所属

佐久 小林　克雄 中込中学校 佐久 新津　貴子 軽井沢中部小学校

上小 柳町　照明 浦里小学校 上小 宮川　志織 南小学校

諏訪 笠井みゆき 川岸小学校 諏訪 伊藤　拓 豊平小学校

上伊那 唐澤　孝則 手良小学校 上伊那 西村　敦子 箕輪北小学校

下伊那 小林　久通 高森南小学校 下伊那 林　宏美 高森南小学校

木曽 青木　信一 三岳中学校 木曽 鎌倉　琢磨 王滝小学校

塩筑 赤津　勝広 宗賀小学校 塩筑 関　陽子 塩尻西部中学校

安曇野 勝家　昌昭 堀金小学校 安曇野 関　典子 堀金中学校

大北 木下　潤児 松川小学校 大北 鶴田　里美 池田小学校

更埴 袖山　茂 埴生小学校 更埴 北原　薫 埴生小学校

須高 宮坂ゆかり 井上小学校 須高 加藤　敦子 高山小学校

中高 横倉　隆夫 平野小学校 中高 中村　仁志 中野小学校

飯水 吉越　邦榮 泉台小学校 飯水 森田　陽香 飯山小学校

長野 宮澤　真一 信州新町小学校 若林惠実子 東条小学校

松本 鏡味　洋子 旭町小学校 目黒　哲朗 飯綱中学校

松本 今井登志子 梓川中学校

浅井かよ子 小川小学校
篠原　隆之 優良図書研究所

支部 氏名 所属 支部 氏名 所属
佐久 花岡　直美 野沢中学校 上小 武田　道子 丸子北中学校
諏訪 中島　寛子 田中小学校 上伊那 米山　篤美 赤穂南小学校

下伊那 関島真知子 豊丘中学校 安曇野 杉本　幸恵 豊科南中学校
木曽 平中　和司 南木曽中学校 大北 栗田佳代子 小谷小学校
塩筑 関　陽子 塩尻西部中学校 松本 清水　早苗 明善小学校
須高 岡田真美子 仁礼小学校 更埴 伊藤真由美 五加小学校
飯水 佐々木　亮 城南中学校 中高 黒岩やす子 豊田中学校
長水 山﨑　久子 北部中学校 長水 竹村里奈子 信州新町小学校
幹事 和田　敦 安茂里小学校 幹事 清水　正彦 飯綱中学校

平成27年度　長野県図書館協会小中学校部会役員と業務分担

業務分担

県協会常務理事、SLA正会員

副部会長
司書教諭委員会

学校司書委員会

事務局、幹事・支部代表者会、SLA・北信越連絡

幹　　事

読書感想文･感想画コンクール

推薦課題図書選定委員会、読書感想文･感想画コンクール

部会だより、読書感想文･感想画コンクール

推薦課題図書選定委員会、出版物利用促進

27年度第65回県大会開催地区（佐久支部）

28年度第66回県大会開催地区（塩筑支部）

庶務、会計

支部代表者 推薦課題図書選定委員

長水

幹事

司書教諭委員 学校司書委員
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平成 27 年度 事業計画 

１ 第６５回 長野県図書館大会 （小諸大会） 

（１） 期日 11 月 14 日（土）午前 10 時～午後 3 時 40 分（受付開始 9 時 30 分） 

（２） 会場 開会式・基調講演：小諸市文化センター（小諸市甲 1275－2） 

分科会：小諸市立小諸東小学校（小諸市加増 3－5－1） 

 小諸市市民交流センター（小諸市相生町 3－3－3） 

基調講演 午前 10 時 40 分～12 時 10 分 

    講師 長 尾  真（ながお まこと）氏 

    演題 「図書館の現在（いま）と進むべき未来（あした）」 

    経歴 1936 年生まれ。京都大学工学部電子工学科卒業、大学院修了。 

       京都大学名誉教授。元京都大学総長、元独立行政法人情報通信研究機構

理事長、前国立国会図書館長。 

       専門は、自然言語処理・画像処理〔2〕・パターン認識。 

 （３） 分科会 

第 4 分科会 司書教諭の役割 レポート発表・ワークショップ 

第 5 分科会 司書の立場からの授業支援 レポート発表・グループ討議・実践発表・ワークショップ 

第 6 分科会 図書館運営のあり方 レポート発表・研究協議 

第 7 分科会 読書指導のあり方 

（学習センターとして） 

レポート発表・研究協議 

第 8 分科会 読書指導のあり方 

（情報センターとして） 

レポート発表・研究協議 

 

（５）参加申込み･問い合わせ先 

第６５回長野県図書館大会事務局 市立小諸図書館 

〒384－0031  小諸市大手２－１－３１ 

TEL 0267－22－1019 FAX 0267－22－1165   

   E-mail：tosho@city.komoro.nagano.jp 

 

２ 地区学校図書館教育研究会 

北信 中高支部  11 月 11 日(水)  中野市立平野小学校・中野市立中野平中学校   

南信 上伊那支部 11 月 13 日(金)  伊那市立西箕輪小学校・伊那市立西箕輪中学校 

                 伊那市西箕輪支所（図書館）  

中信 安曇野支部 10 月 15 日(木)  安曇野市立明南小学校・安曇野市立明南中学校 

 

３ 第３７回長野県読書感想文コンクール実施計画 

（１） 支部審査 

・各校では学年別、類別（1～3 類）に、原則として各学級 1 点、応募できる。 
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・各支部で審査員を委嘱し、小学校低･中･高学年及び中学校の別に審査し、各

類別に 5 点以内を選出し県図書館協会事務局へ送付する。 

（２） 県審査 

・県審査員は原則各支部より 1 名選出し委嘱する。 

・県審査への応募しめきり 10 月 2 日（金） 

・第 1 回審査会 10 月 13 日（火） 

・最終審査会 11 月 17 日（火） 

（３） 入賞作品は学年（小低･小中･小高･中学）毎に各類（1～3 類）で金賞 5 作･銀

賞 10 作･銅賞 10 作（以内）とする。 

（４） 金賞作品集「ひろがる読書」の発行 

・金賞作品を掲載し、2 月下旬に発行予定。金賞受賞者に贈呈のほか、県下小

中学校へ 1 冊寄贈する。 

・銀賞･銅賞の作品は題名･氏名･学校名のみ掲載する。 

（５） 金賞作品から優秀作品を全国コンクールへ出品する。 

 

 

４ 読書感想画コンクール実施計画 

（１） 小学校低学年･高学年･中学校の部があり、それぞれに自由読書と指定読書の

区分がある。一人で両方とも応募できる。 

（２） 用紙・絵の具については自由。版画･はり絵も可。 

（３） 応募しめきり 平成 28 年 1 月 8 日（金）予定  

（４） 提出先 県立図書館内読書感想画コンクール事務局 

（５） 審査会 1 月 12 日（火） 幹事会で実施 

（６） 優秀作品を 38 点選び、その中から中央コンクールへ出品する。 

 

５ 各委員会の活動計画 

（１） 司書教諭委員会 

・県図書館大会分科会での発表 

・司書教諭として全県的な課題をまとめ、今後の方向性を検討、発信 

・「司書教諭と学校司書 力を合わせて図書館教育」の活用と普及 

・図書館職員等ステップアップ研修への協力 

（２） 学校司書委員会 

・県図書館大会分科会での発表 

・司書教諭と学校司書の連携に関わる事例の収集と紹介 

・「学校図書館実務マニュアル」の活用と普及 

・図書館職員等ステップアップ研修への協力 

（３） 推薦課題図書選定委員会 

・推薦図書の選定（年 2 回）と紹介（小低・小中・小高・中学・学習図書） 
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・推薦図書は県図書館協会ホームページに掲載し、支部を通じて各校へメール

配信する。 

・県読書感想文コンクール課題図書の選定（推薦図書の中から） 

・教科学習図書の選定 

 

６ 「部会だより」発行計画 

（１） 部会だよりを年 3 回発行する。 

・第１４１号（7 月）本年度事業計画ほか 

・第１４２号（12 月）県大会・地区大会報告・参加者の声ほか 

・第１４３号（2 月）本年度まとめ、支部だよりほか 

（２） 支部を通じて各校へメール配信 

 

７ 長野県図書館協会専門研修 

分  野 月 日 会   場 テーマ・内容 

フォーラム 8 / 11(火) 県立長野図書館 改正 学校図書館法 

特別研修会 7/17(金) 県立長野図書館 
「表現の自由の７０年」 

「７０年問題と図書館」 

図書館職員等

ステップアップ

（専門）研修 

7/9(木) 塩尻市立図書館 新聞データベース講習会 

8/4(火) 東御市立図書館 学校図書館 情報センター機能をめざす(1) 

8/7(金) 塩尻市立図書館 学校図書館 情報センター機能をめざす(2） 

9/18 (金) 上田情報ライブラリー 国立国会図書館派遣研修会 

10/8(木) 上田市立真田図書館 農業情報サービス研修会 

10/23(金) 安曇野市豊科交流学習センター 製本修理講習会 

11/5(木) 佐久市中央図書館 危機管理研修会 

12/3(木) 上田情報ライブラリー ジャパンナレッジ講習会 

もっと楽しく

読み聞かせ

講座 

9/12（土） 佐久市中央図書館 
ブックトーク その１～本を選ぶ 

11/21（土） 南箕輪村図書館 

8/25（火） 市立須坂図書館 
ブックトーク その２～シナリオを作る 

10/17（土） 飯田市立上郷図書館 
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歳入決算額 2,360,553 円

歳出決算額 1,788,857 円

差引決算額 571,696 円　（次年度へ繰越）

歳入 　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科目 予算額 決算額 増減 説　　明

部会費 560,000 560,000 0 本会計より

研究協力費 1,000,000 1,000,000 0 優良図書研究所より

県立長野図書館より地区大会共催負担金として12,800

全国SLAより読書感想画審査費として50,800

助成金 20,000 20,000 0 全国SLAより研究助成金として

雑収入 300 7,053 6,753  冊子販売収入14冊7,000 利息53

繰越金 709,900 709,900 0 前年度繰越

合計 2,353,000 2,360,553 7,553

歳出
科目 予算額 決算額 増減 説　　明

地区研究会費 360,000 360,000 0 １地区120,000×3地区

県大会費 50,000 46,496 -3,504 参加費2,000×20名、分科会消耗品

コンクール費 430,000 435,761 5,761 感想文審査費、感想文賞状印刷、課題図書

研究委員会費 400,000 517,320 117,320 図書選定委員会、学校司書委員会、司書教諭委員会

会議費 200,000 120,480 -79,520 幹事会、支部代表者会

北信越大会費 0 0 0

全国大会費 150,000 0 -150,000 甲府大会

印刷費 0 0 0

負担金 45,000 41,650 -3,350 全国SLA負担金

事務費 80,000 97,244 17,244 宅配便料金

雑費 30,000 49,906 19,906 図書館大会企画運営委員会旅費、振込手数料等

積立 100,000 100,000 0 北信越大会のため

予備費 508,000 20,000 -488,000 下伊那支部学習会補助

合計 2,353,000 1,788,857 -564,143

平成26年度　小中学校図書館部会決算報告　　　　

補助金 62,800 63,600 800

 



 7 

歳入予算額 2,215,000 円

歳出予算額 2,215,000 円

差引　残額 0 円

歳入 （単位：円）

科目 予算額 前年度予算額 増減 説　　明

部会費 560,000 560,000 0 本会計より

研究協力費 1,000,000 1,000,000 0 優良図書研究所より

県立長野図書館より地区大会共催負担金として12,800

全国SLAより読書感想画審査費として50,000

助成金 20,000 20,000 0 全国SLAより研究助成金として

雑収入 504 300 204 利息

繰越金 571,696 709,900 -138,204 前年度より

合計 2,215,000 2,353,000 -138,000

歳出

科目 予算額 前年度予算額 増減 説　　明

地区研究会費 360,000 360,000 0 １地区120,000×3地区

県大会費 50,000 50,000 0 参加費2,000×25名（第2回支部代表者会）

コンクール費 440,000 430,000 10,000 感想文審査費、感想文賞状印刷、課題図書

研究委員会費 440,000 400,000 40,000 図書選定委員会、学校司書委員会、司書教諭委員会

会議費 210,000 200,000 10,000 幹事会、支部代表者会

北信越大会費 200,000 0 200,000 石川大会　発表者・助言者経費

全国大会費 0 150,000 -150,000

印刷費 0 0 0

負担金 45,000 45,000 0 全国SLA負担金、正会員費

事務費 80,000 80,000 0 宅配便料金

雑費 50,000 30,000 20,000 図書館大会企画運営委員会旅費、振込手数料等

積立 0 100,000 -100,000

予備費 340,000 508,000 -168,000

合計 2,215,000 2,353,000 -138,000

平成27年度　小中学校図書館部会予算　　

補助金 62,800 62,800 0

 
 

部会だよりは長野県図書館協会ホ

ームページでもご覧いただけます。 

。 

長野県図書館協会 小中学校図書館部会だより 第 141 号 

発行日 平成 27 年 7 月 22 日 

発行者 長野市若里 1-1-4 県立長野図書館内 

長野県図書館協会 小中学校図書館部会（代表 鈴木明） 

 


